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解 答
０.５ １７５ ５１４ ８，１２，１６ ４個１ 容積 表面積唄 欝 蔚 鰻安 或

７：２８ ７：４２ ７：５６ ８：１０ ７時１３分３０秒，分速２００ｍ以上２ ア イ ウ エ唄 欝

８番目のバス停の７時５６分発（Ａ駅７時４０分発）蔚

或３ ，唄 欝 蔚６０㎝ ３５㎝ 図は解説参照 ９５１３.０６

７㎝ ９㎝ １２㎝ １６㎝ ２１㎝ ２８㎝ ３７㎝４ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫唄

１８ ８１０㎝欝 蔚

４回，頂点Ｃ １１回，頂点Ｄ ４，８ ２，６５ ＝２ ＝３ 頂点Ｂ 頂点Ｃ唄 欝x x
９ １７回蔚 x＝ ，

解説参照 解説参照 ２１通り６ 唄 欝 蔚

解 説
１ １０－１.５×２＝７（㎝）欝

８－１.５×２＝５（㎝）

６.５－１.５＝５（㎝）

７×５×５＝１７５（ ）……容積安

(１０×８＋８×６.５＋６.５×１０)×２＋５×(７×２＋５×２)＝５１４（ ）或

７０÷９＝７あまり７蔚

１８÷７＝２あまり４

７＋４＝１１

１１－３＝８

したがって，＜２０，□＞は８か４になります。

２０－８＝１２

２０－４＝１６ → １６，８

よって，８，１２，１６です。

１６÷２＝８（個）鰻

８×８＝６４（個） ……図①

x３.７３２－１×２＝１.７３２（㎝） ……右の図の

（１６－２）÷１.７３２＝８.０８…

(８＋７)×４＋８＝６８（個） ……図②

６８－６４＝４（個）

２ ２×４＝８（分）唄

７時２０分＋８分＝７時２８分 ……ア

２×６＝１２（分）

７時３０分＋１２分＝７時４２分 ……イ

２×８＝１６（分）

７時４０分＋１６分＝７時５６分 ……ウ

２×１０＝２０（分）

７時５０分＋２０分＝８時１０分 ……エ

８０×(１２－１)＝８８０（ｍ）欝

(８８０－５５０)÷(３００－８０)＝１.５（分）→ １分３０秒

したがって，７時１３分３０秒です。

８８０＋８０×１.５＝１０００（ｍ）

５５０×２－１０００＝１００（ｍ）

１００÷(１４－１３.５)＝２００（ｍ）……太郎君の分速

７５５０÷８０＝６ （分）蔚
８

７ ７７時１分＋６ ＝７時７ 分 ……①８ ８
７ ７ ３７ ＋６ ＝１４ （分） ……②
８ ８ ４
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３ ７ ５１４ ＋６ ＝２１ （分）……③４ ８ ８

５ ７ １２１ ＋６ ＝２８ （分）……④８ ８ ２

１ ７ ３２８ ＋６ ＝３５ （分）……⑤
２ ８ ８

３ ７ １３５ ＋６ ＝４２ （分）……⑥８ ８ ４

１ ７ １４２ ＋６ ＝４９ （分）……⑦４ ８ ８

１ ７４９ ＋６ ＝５６（分） ……⑧
８ ８

したがって，８番目のバス停の，７時５６分発（Ａ駅７時４０分発）のバスになります。

３ ６３０×２÷２１＝６０（㎝）唄

右の図より，ＯＡとＯＢの長さの比は，欝

６０：７５＝４：５

したがって，三角形ＡＯＢは３：４：５の直角三角形ですから，

２１÷３×５＝３５（㎝）……ＯＢ

三角形ＡＯＣの面積は，蔚

２１÷３×４＝２８（㎝）……ＯＡ

２８×２１÷２＝２９４（ ）或

２９４＋６３０＝９２４（ ）或

したがって，斜線部分の面積は，

３５＋７５＝１１０（㎝）

１１０×１１０×３.１４÷４＋９２４

－２８×２８×３.１４÷４－２９４

＝９５１３.０６（ ）或

４ ５＋１＋１＝７（㎝）……⑥唄

７＋２＝９（㎝） ……⑦

９＋３＝１２（㎝） ……⑧

１２＋４＝１６（㎝）……⑨

１６＋５＝２１（㎝）……⑩

２１＋７＝２８（㎝）……⑪

２８＋９＝３７（㎝）……⑫

３７＋１２＝４９（㎝）……⑬欝

４９＋１６＝６５（㎝）……⑭

６５＋２１＝８６（㎝）……⑮

８６＋２８＝１１４（㎝）……⑯

１１４＋３７＝１５１（㎝）……⑰

１５１＋４９＝２００（㎝）……⑱

１＋２＋３＋４＋５＋７＋９＋１２＋１６＋２１＋２８＋３７＋４９＋６５＋８６＋１１４＋１５１＋２００蔚

＝８１０（㎝）

５ ２と１０の最小公倍数は１０ですから，唄

１０÷２＝５

５－１＝４（回）Ｃ

３と１０の最小公倍数は３０ですから，

３０÷３＝１０

３０÷１０＝３

（１０－１）＋（３－１）＝１１（回）Ｄ

・頂点Ｂで止まるとき欝

と１０の最小公倍数が２０になるとき→ ＝４（例の場合）x x
と１０の最小公倍数が４０になるとき→ ＝８x x
と１０の最小公倍数が６０，８０になる場合はなしx
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・頂点Ｃで止まるとき

と１０の最小公倍数が１０になるとき→ ＝１，２，５（→１と５の場合は頂点Ｄで止まる）x x
と１０の最小公倍数が３０になるとき→ ＝３，６（→３の場合は頂点Ｄで止まる）x x
と１０の最小公倍数が５０になる場合はなしx
と１０の最小公倍数が７０になるとき→ ＝７（頂点Ｄで止まる）x x
と１０の最小公倍数が９０になるとき→ ＝９（頂点Ｄで止まる）x x
＝９のときです。９と１０の最小公倍数は９０ですから，蔚 x

９０÷９＝１０

９０÷１０＝９

（１０－１）＋（９－１）＝１７（回）

６ 以下の３通りあります。唄

以下の７通りあります。欝

黒玉１個，白玉７個の場合→１通り蔚

黒玉３個，白玉５個の場合→以下の３通り

黒玉と白玉の個数が逆の場合は色の配置が逆になるだけですから，全部で，

（１＋３＋３）×２＋７＝２１（通り）


